
令和２年度 一般会計補正予算（第11号）のフレーム

（ ）千円

歳 出 歳 入

１ 人事院勧告等による人件費の補正 △57,896 １ 国庫支出金 194,462

期末手当の減額(△0.05月 2.6月→2.55月)など (1)新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金 41,506

(2)障害者自立支援給付費負担金２ 新しい生活様式の推進 4,191

(1)移住定住の専用ホームページを作成 2,662 10,637

(2)お試しサテライトオフィスを開設 310 (3)障害児施設給付費等負担金

(3)個人番号交付等予約システムの導入 1,219 20,155

(4)生活保護費負担金 121,834

(5)国民年金事務委託金 330３ 新型コロナウイルス感染症対策 37,315

県の高齢者へのインフルエンザ予防接種無償化

２ 県支出金 19,795による接種者の増加に対応

(1)障害者自立支援給付費負担金

5,318４ 国保あかぎ診療所の見直し △8,140

国保あかぎ診療所の経営改善を目的に、診療体 (2)障害児施設給付費等負担金

制を見直したことによる国民健康保険特別会計 診 10,077（

療施設勘定）への繰出金の減額 (3)小規模農村整備事業補助金

繰出金 63,532千円→55,392千円 4,400

５ ゼロ市債の活用（債務負担行為 126,225） ３ 繰越金 206,858

(1)市道整備1路線、舗装補修6路線 82,434 前年度繰越金 206,858

(2)市民プール防水改修工事 43,791

４ 諸収入 △29,453

派遣職員給与費負担金６ その他 292,953

(1)利用者等の増加による予算の増額 281,761 △29,496

生活扶助費 ほか ほか

(2)東京2020オリンピック聖火リレー出発式の開催

2,085

ほか

268,423 268,423

補正前予算額 46,029,447千円 補正後予算額 46,297,870千円


